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整
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３
月
26
日
、
町
内
の
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
団
体
が
、
三
蒲
で

竹
き
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
竹
の
繁
殖
で
荒
れ
た
山
や
畑
を

整
備
し
、
も
と
の
景
観
を
取
り
戻
そ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
竹
き
り
大
会
で
は
、
初
め
て
竹
林
整
備
を
手

が
け
る
人
な
ど
が
集
ま
り
、
各
団
体
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
竹
を

伐
採
。
切
り
出
さ
れ
た
竹
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
、
竹
チ
ッ
プ

の
製
造
を
体
験
し
ま
し
た
。

４月号

2008（平成 20）年
№ 43



2広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )4 月号

平成 20 年 3 月定例議会における町長の施政方針を、
要約してお知らせします。

　

地
方
分
権
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
周
防
大
島
町
は
平
成
十
六
年
十
月
の
合
併
か
ら
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
私
は
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
生
周
防
大
島
町
の
か
じ
取
り
役
を
担
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

合
併
直
後
の
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
町
民
の
皆
様
に
合
併
し
て

良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
町
づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
町
財
政
の
健

全
化
を
念
頭
に
置
い
て
政
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
財
政
の
健
全
化
は
避
け

て
通
れ
な
い
道
で
あ
り
、
是
非
と
も
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
旧
町
か
ら
引
継
が
れ
た
懸
案
の
事
業
で
、
新
町
建
設
計
画
に
掲
げ
る
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
ま
し

た
大
島
斎
場
、
東
和
庁
舎
及
び
星
野
記
念
館
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
和
田
地
区
、

沖
浦
地
区
の
下
水
道
、
町
内
全
域
へ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備
な
ど
が
完
成
す
る
と
と
も
に
、
生
活
交
通
体
系

の
見
直
し
と
し
て
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
撤
退
に
伴
う
防
長
バ
ス
の
参
入
と
一
般
混
乗
に
よ
る
白
木
半
島
線
へ
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
等
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
町
に
屋
外
拡
声
子
局
の
設
置
や
全
戸
に
戸
別
受
信
機
を
整
備
す
る
防
災
行
政
無
線
、
大
島
病
院
の
新
築
移

転
、
東
和
中
学
校
の
耐
震
改
築
、
県
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
町
内
の
情
島
中
学
校
を
除
く
八
中
学
校
を
平
成
二
十
一
年
四
月
に
四
中
学
校
へ
の
統
合
の
決
定
な
ど

多
く
の
懸
案
事
項
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
や
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
財
政
の
健
全
化
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
各
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
合
併
後
四
年
目
を
迎
え

る
今
、
そ
の
効
果
が
よ
う
や
く
見
え
始
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
流
れ
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
平
成

二
十
年
度
を
合
併
調
整
の
最
終
年
度
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
は
、
旧
町
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
高
齢
者
モ
デ
ル
居
住
圏
構
想
を
は
じ
め
と
す
る
、
高
齢
者
対
策
に
重
点
を
置
き
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
新
年
度
か
ら
は
少
子
化
の
進
む
周
防
大
島
町
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
で
す
く
す
く
と
成
長
で
き
る
施
策
、
す
な
わ
ち
子
育
て
へ
の
支
援
を
重
点
的
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
永
年
の
政
治
理
念
で
あ
り
ま
す
「
町
民
こ
そ
町
づ
く
り
の
主
人
公
」
で
あ
る
と
の
思
い
に
立
ち
、
行
政

だ
け
で
な
く
自
治
会
等
の
住
民
団
体
、
観
光
協
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

多
く
の
皆
さ
ん
方
の
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
生
周
防
大
島
町
の
町
お
こ
し
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 20年度　町長施政方針
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○
親
局

　

現
在
、
久
賀
地
区
に
は
防
災
の
拠
点
と
な

る
山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
が

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
機
能
を
充
実
さ

せ
る
た
め
防
災
行
政
無
線
の
親
局
は
防
災
セ

ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
久
賀
庁
舎
に
設
置
さ

れ
、
こ
こ
か
ら
様
々
な
情
報
を
放
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
総
合
支
所
や
消
防
署
か
ら
も
放

送
が
可
能
で
、
総
合
支
所
か
ら
は
地
域
の
放

送
、
消
防
署
か
ら
は
火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
等
を
行
い
ま
す
。

○
屋
外
拡
声
子
局

　

第
１
期
工
事
は
屋
外
拡
声
子
局
（
ス
ピ
ー

カ
ー
）
の
整
備
で
、
す
で
に
お
気
づ
き
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
地
区
に
も

新
し
く
設
置
し
た
り
、
機
器
の
更
新
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
の
中
旬
か
ら
、
12
時
の
時
報
や
試
験

放
送
に
よ
る
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
が
各
戸
に
設
置
さ
れ
る
ま
で

は
、
屋
外
拡
声
子
局
か
ら
の
放
送
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
各
地
区
で
の
調
整
が
完
了
後
に

町
内
全
域
で
の
調
整
を
行
い
、
７
月
か
ら
町

内
一
斉
放
送
を
開
始
の
予
定
で
す
。

　

た
だ
し
橘
地
区
に
は
既
設
の
戸
別
受
信
機

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
屋
外
拡
声
子

局
で
の
放
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
戸
別
受
信
機

　

戸
別
受
信
機
は
５
月
か
ら
取
付
け
を
開
始

し
ま
す
。
約
２
年
を
か
け
町
内
全
域
の
世
帯

へ
の
取
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
取
付
け
で
は
、
嵩
山
や
文

珠
山
、
鯛
の
峰
、
高
塔
な
ど
の
中
継
局
を
見

通
せ
る
と
こ
ろ
で
は
戸
別
受
信
機
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
が

可
能
で
す
が
、
山
の
陰
な
ど
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
受
信
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
ダ
イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
や

テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
三
素
子
ア
ン

テ
ナ
な
ど
の
別
途
工
事
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
工
事
費
は
町
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

電
波
の
受
信
が
困
難
な
お
宅
で
は
敷
地
内

に
ア
ン
テ
ナ
設
置
の
お
願
い
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
貸
与
申
請
書

　

戸
別
受
信
機
は
町
内
で
生
活
を
し
て
い
る

世
帯
全
て
を
対
象
に
貸
与
し
ま
す
。

　

ま
だ
未
提
出
の
世
帯
に
は
再
度
申
請
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

押
印
の
う
え
、
最
寄
の
総
合
支
所
・
出
張
所

へ
提
出
す
る
か
、
郵
送
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
願
い

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
も
既
設
の
屋
外
拡

声
子
局
等
の
撤
去
工
事
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

　

工
事
の
期
間
中
は
通
行
や
騒
音
等
に
よ
り

な
に
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
事

業
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
ご
了
承
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
政
策
企
画
課

☎
７
４
‐
１
０
０
７

　

安
心
の
あ
る
ま
ち　

　
　
　
　
　

防
災
行
政
無
線
整
備

　

平
成
18
年
度
か
ら
整
備
を
始
め
た
防
災
行
政
無
線
は
第
１
期
工
事
を
ほ
ぼ

終
了
し
、
試
験
放
送
お
よ
び
地
域
間
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

一
部
の
地
域
で
は
試
験
放
送
を
兼
ね
行
政
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
放
送
を
前
に
、
今
後
の
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 第４回

久
賀
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ
。

各
家
庭
に
取
り
付
け
ら
れ
る
戸
別
受
信
機
。

久
賀
庁
舎
の
親
局
。

こ
こ
か
ら
放
送
が
発
信
さ
れ
ま
す
。
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平成 20年度当初予算

町税
1,494,391
(10.9%)

分担金・負担金  123,658(0.9%)
使用料・手数料　218,619(1.6%)

財産収入 12,874(0.1%)
寄付金    1,151(0.0%)
繰入金  266,438(1.9%)
繰越金   10,000(0.1%)
諸収入  266,214(1.9%)

地方譲与税        140,769(1.0%)
利子割交付金        9,054(0.1%)
配当割交付金        3,316(0.0%)
株式等譲渡所得割    1,000(0.0%)
地方消費税交付金  175,000(1.3%)
自動車取得税交付金    80,000(0.6%)
地方特例交付金     12,027(0.1%)
交通安全対策特別交付金  3,000(0.0%)

地方交付税
7,700,000
(56.3%)

国庫支出金
 760,642
　(5.6%)

県支出金
1,070,347
    (7.8%)

町債
1,339,500
 (9.8%)

依存財源 82.5%

自主財源 17.5%

人件費
2,680,229(19.6%)

物件費
1,436,591
(10.5%) 維持補修費 

5,254(0.0%)

扶助費
1,142,290
(8.3%)

普通建設事業費 
1,490,154(10.9%)

災害復旧事業費
   20(0.0%)

公債費 
2,809,099
(20.6%)

積立金 
 2,649(0.0%)

投資及び出資金
39,011(0.3%)

貸付金 
 2,524(0.0%)

繰出金
1,839,061
(13,4%)

予備費 
30,000(0.2%)

 補助費等
 2,211,118(16.2%)

一般会計
136億8千8百万円

歳入
（単位：千円）

歳出
（単位：千円）

　平成 20年度の一般会計と特別会計の当初予算が去る３月 21日の定例町議会で議決されました。
　本町の財政は厳しい状況が続いていますが、平成 20年度の予算においては合併前の旧町からの引継
ぎ事業もほぼ完了したことから、合併調整の最終年度と位置づけ、加えて新しい地方公共団体の財政の
健全化に関する法律が施行されることを念頭に行政評価システムを活用し、施策・事業を厳しく精査し
ました。そのうえで、健全で安定的な財政基盤を確立し、限りある財源の効果的・効率的・重点的な配
分を行いながら、地域の特性を生かし子供から高齢者に至るまで、全ての町民が『元気・にこにこ・安
心で 21世紀にはばたく先進の島』が実感できるよう配慮した予算編成を行いました。平成 20年度予
算編成における財源不足は財政調整基金を２億４, ３３２万７千円、減債基金を１, ２４９万７千円の取
り崩しを行っています。
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◆一般会計・特別会計当初予算
（単位：千円）

会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 13,688,000

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 3,207,089

後 期 高 齢 者 医 療
事 業 特 別 会 計 493,668

老人保健事業特別会計 620,418

介護保険事業特別会計 2,990,526

簡易水道事業特別会計 977,889

下 水 道 事 業 特 別 会 計 513,815

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 392,178

漁 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 44,300

渡 船 事 業 特 別 会 計 76,565

合　　　　　　　　計 23,004,448

公 営 企 業 会 計（ 病 院 ） 予　算　額

収 益 的 収 入 4,305,461

収 益 的 支 出 4,286,992

資 本 的 収 入 1,764,900

資 本 的 支 出 2,258,856

◆別表１　基金の状況　　　　　　　　　　　　　( 単位：千円）

区　　　　　分 平成 18年度末
現在高

平成 19年度末
現在高
（見込み）

平成 20年度末
現在高
（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 1,223,002 1,180,638 938,909
減債基金 196,834 167,302 155,130
福祉振興基金 327,344 278,367 278,806
中山間ふるさと・水と
土保全対策基金 31,131 31,131 31,131

ふるさと創生基金 67,047 67,257 67,346
県収入証紙購入基金 3,000 3,000 3,000 
奨学資金貸付基金 42,267 42,613 42,782
土地開発基金 100,135 100,425 100,549
ちびっ子医療費助成事
業基金 0 49,377 38,961

小　　計 1,990,760 1,920,110 1,656,614

特
別
会
計

国民健康保険基金 51,390 131,551 131,620
介護給付費準備基金 102,403 94,596 50,907

小　　計 153,793 226,147 182,527

総　合　計 2,144,553 2,146,257 1,839,141

主な事業

◆地方債の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 平成 18年度末
現在高

平成 19年度末
現在高
（見込み）

平成 20年度末
現在高
（見込み）

　一般会計 25,483,299 25,146,543 24,214,722

　特別会計 8,785,166 8,627,986 8,424,115
簡易水道会計 4,545,980 4,250,805 3,950,002

下水道会計 1,905,341 1,995,452 2,059,080
農業集落排水会計 2,166,533 2,215,834 2,238,144
漁業集落排水会計 155,476 159,096 173,689
渡船会計 11,836 6,799 3,200

合計 34,268,465 33,774,529 32,638,837

のあるまちづくり
＊防災行政無線整備事業
＊住宅耐震診断改修事業
＊大島病院新築移転事業
＊障害者自立支援給付費事業
＊介護予防・地域支えあい事業
＊ちびっ子医療費助成事業
＊妊婦一般検診事業
＊後期高齢者医療事業

のあるまちづくり
＊合併浄化槽設置補助
＊下水道事業
＊農業集落排水事業
＊道路新設改良事業
＊東和中学校改築事業
＊放課後子供プラン事業
＊ＡＥＤ設置事業
＊中学校統合事業

元気
のあるまちづくり

＊特産対策事業
＊単県農山漁村整備事業
＊県営農業基盤整備事業
＊港整備交付金事業
＊海岸保全事業
＊漁礁設置事業
＊星野哲郎スカラシップ事業

にこにこ

安心
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本
人
確
認
が

必
要
で
す

　

最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
第
三
者
に

よ
っ
て
、
戸
籍
や
住
民
票
の
請
求
、
ま
た
は
、

婚
姻
届
、
養
子
縁
組
届
、
転
出
、
転
入
な
ど

の
届
出
が
な
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
、
な
り
す
ま
し
や
不
正
な
手
段

に
よ
る
個
人
情
報
の
取
得
、
虚
偽
の
届
出
を

防
ぐ
た
め
に
戸
籍
法
と
住
民
基
本
台
帳
法
の

法
律
が
改
正
さ
れ
、
５
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
戸
籍
や
住
民
票
を
請
求
す

る
と
き
、
ま
た
は
、
婚
姻
届
、
養
子
縁
組
届
、

転
出
、
転
入
な
ど
の
届
出
を
す
る
際
に
は
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
ま
た
は
写
真
付

き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確

認
の
で
き
る
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

☆
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
請
求
・
届

出◆
婚
姻
届
・
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・
養
子

離
縁
届
・
認
知
届
・
不
受
理
申
出
・
不
受
理

申
出
の
取
下
げ

◆
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住
民
異
動
関

係◆
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
戸
籍
関
係
の
証
明
書

の
請
求

◆
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
住
民
票
関
係
の
証

明
書
の
請
求

☆
本
人
確
認
の
方
法

①
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
写
真
付
き

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
顔
写
真
の
つ

い
た
官
公
署
発
行
の
身
分
証
明
書
（
有
効
期

限
内
の
も
の
）

②
①
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
な
ど
を
複
数
組
み
あ
わ

せ
て
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
人
確
認
を
示
す
も
の
が
何
も
な
い
方

は
、
窓
口
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

※
請
求
や
届
出
を
本
人
以
外
の
代
理
人
が
行

う
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
あ
わ
せ
て

代
理
人
の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
印
鑑
登
録
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
公

的
個
人
認
証
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

本
人
確
認
の
方
法
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
郵
送
に
よ
る
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の
証
明

書
の
請
求
も
本
人
確
認
資
料
が
必
要
と
な

り
、
現
住
所
へ
の
送
付
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

近
く
の
総
合
支
所
ま
た
は
、
総
務
課
戸
籍
住

基
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
久
賀
総
合
支
所
☎
７
９
‐
１
０
０
０

・
大
島
総
合
支
所
☎
７
４
‐
１
０
０
１

・
東
和
総
合
支
所
☎
７
８
‐
１
１
１
０

・
橘
総
合
支
所　

☎
７
７
‐
５
５
０
０

・
総
務
課
戸
籍
住
基
班
☎
７
４
‐
１
０
１
０

　

春
期
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
／

　

生
後
３
か
月
か
ら
生
後
90
か
月
未
満
で
、

　

２
回
投
与
が
終
了
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

※
接
種
歴
に
つ
い
て
は
、
母
子
健
康
手
帳
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆会場および日程
投与日 会場 対象地区 対象児

５月 ９日㈮ 東和
総合センター 東和 平成 12年 11月 ７日～

平成 20年２月８日生まれ

５月 30日㈮ 東和
総合センター 橘 平成 12年 11月 28日～

平成 20年２月 29日生まれ

６月 ６日㈮ しまとぴあ
スカイセンター 大島 平成 12年 12月４日～

平成 20年３月５日生まれ

６月 13日㈮ しまとぴあ
スカイセンター 久賀 平成 12年 12月 11日～

平成 20年３月 12日生まれ
※地区ごとに日程が決まっていますが、都合の悪い方は、その他の会場で
も接種することができます。他の会場での接種を希望される方は、ワクチ
ンの準備がありますので、必ず健康増進課までご連絡ください。

平
成
20
年
度　

春
期
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
日
程
の
ご
案
内

■
受
付
時
間
／
午
後
１
時
〜
２
時

※
来
所
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の
／

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
た
方
は
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

・
予
診
票
（
１
回
目
と
２
回
目
が
あ
る
た
め

確
認
し
、
記
入
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。）

■
注
意
事
項
／

・
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を

必
ず
読
ん
で
、
投
与
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
に
は
決
め
ら
れ
た
接
種
間
隔
（
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場
合
６
日
以
上
、
生

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場
合
27
日
以
上
）
が
あ
り

ま
す
。
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
日
に
注
意

し
て
、
他
の
予
防
接
種
を
計
画
的
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

・
下
痢
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
が
弱
ま
り
ま
す
の
で
、
治
癒
す
る
ま
で

投
与
を
延
期
し
て
く
だ
さ
い
。

・
流
行
性
の
疾
患
（
麻
疹
・
風
疹
・
水
痘
・

お
た
ふ
く
か
ぜ
・
突
発
性
発
疹
等
）
に
罹
患

し
た
場
合
、
事
前
に
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・
投
与
後
30
分
間
は
会
場
で
お
子
さ
ん
の
様

子
を
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。（
急
な
副
反
応

が
、
こ
の
間
に
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

・
次
回
（
秋
期
）
は
９
〜
10
月
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

健
康
増
進
課
☎
７
７
‐
５
５
０
４

５月１日から
法律が
変わります
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４
月
か
ら
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
現
行
の
老
人
保
健
法
に

か
わ
り
新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
制
度
も
大
幅
に
改
正
が
行
わ
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
は
後
期

高
齢
者
支
援
分
が
新
設
さ
れ
３
区
分
化
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
保
運
営
協
議

会
の
賛
成
の
答
申
を
得
て
、
周
防
大
島
町
議
会
（
全
員
協
議
会
）
で
説
明
を
行
い
、
こ
の
た
び

平
成
20
年
度
の
税
率
改
正
（
専
決
処
分
）・
地
方
税
法
に
よ
る
改
正
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
税
率
は
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
分
の
税
率
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
、
現
行
の
医
療

分
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
国
保
加
入
者
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
さ
れ
る
世
帯

は
、
約
３
４
０
０
世
帯
・
被
保
険
者
数
は
約
５
６
０
０
人
と
な
り
、
こ
の
税
率
改
正
を
試
算
し

た
結
果
、
国
保
税
は
町
全
体
の
課
税
総
額
に
お
い
て
約
２
２
７
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
皆
様
に
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
税
率
改
正
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
☎
７
４
‐
１
０
０
８

国
保
医
療
分

改正前 改正後 改正前と
改正後の差

所得割 ７．９％ ４．０％ ▲３．９％

資産割 ３８．０％ ２６．０％ ▲１２．０％

均等割 ２１，８００円 １３，８００円 ▲８，０００円

平等割 ２２，０００円 １３，８００円 ▲８，２００円

賦課限度額 ５６０，０００円 ４７０，０００円 ▲９０，０００円

後
期
高
齢
者
支
援
分

所得割
平成 20 年度か
ら新たにはじま
ります。

３．９％

資産割 １２．０％

均等割 ８，０００円

平等割 ８，２００円

賦課限度額 １２０，０００円

国
保
介
護
分

改正前 改正後 改正前と
改正後の差

所得割 １．６％ １．６％ 変更なし

資産割 １０．０％ １０．０％ 変更なし

均等割 ６，０００円 ６，０００円 変更なし

平等割 ６，２００円 ６，２００円 変更なし

賦課限度額 ９０，０００円 ９０，０００円 変更なし
※国保介護分は、40歳から 64歳の加入者がいる世帯のみ。

平成 20年度国民健康保険税の税率が改正されます

 　

自
分
の
所
有
し
て
い
る
資
産
を
確
認
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

無
料
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
縦
覧
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
／

 　

平
成
20
年
４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日
㈪

 　

た
だ
し
、土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
。

■
縦
覧
で
き
る
も
の
（
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
か
わ
る
も
の
）
／

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
）

※
縦
覧
台
帳
は
、
旧
町
単
位
で
作
成
し
て
い

ま
す
の
で
、
所
在
を
確
認
の
う
え
、
該
当
の

各
総
合
支
所
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
で
き
る
人
、
縦
覧
に
必
要
な
も
の
／

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
（
た
だ
し
、

土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有
し
て
い
る
者
は
、

家
屋
（
土
地
）
の
縦
覧
が
で
き
ま
せ
ん
。）

・
必
要
な
も
の
・
・
・

　

納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
等
と
印
鑑

②
納
税
管
理
人
（
代
理
人
）

・
必
要
な
も
の
・
・
・

　

納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
等
と
印
鑑

　
（
納
税
者
か
ら
委
任
が
あ
っ
た
も
の
と
し

　

て
扱
う
。）

※
納
税
者
と
同
居
の
親
族
も
同
様
に
取
り
扱

い
ま
す
。

■
縦
覧
料
／
無
料

■
時
間
／

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
場
所
／
周
防
大
島
町
役
場　

　

大
島
・
久
賀
・
橘
・
東
和
各
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課　

課
税
第
２
班

☎
７
４
‐
１
０
０
８

　

あ
な
た
の
資
産
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

表
彰

■
山
口
県
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

　

平
成
19
年
度
選
挙
功
労
者
一
般
表
彰

　

古
本
重
人
さ
ん
（
油
宇
）

　
（
周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
）

■
第
53
回

　

山
口
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

組
み
写
真
の
部　

特
選

　

広
報
す
お
う
大
島
６
月
号
表
紙

■
周
防
大
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員

　

退
任
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
）

（
平
成
20
年
３
月
６
日
付
け
）

◆
大
島
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

　

吉
永
明
代　

　
【
吉
井
（
徳
神
・
吉
井
・
吉
兼
・ 

郷
の
坪
）】

■
周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
が

　

変
わ
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）

　

古
本
重
人
（
油
宇
）

　
【
３
月
31
日
付
け
退
職
】

　

金
本　

豊
（
久
賀
）

　
【
４
月
１
日
付
け
選
任
】
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町
職
員
の
異
動　
平
成
20
年
４
月
１
日
付　
（　

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
長　

岡
村
春
雄
（
産
業

建
設
部
長
）
▼
健
康
福
祉
部
長　

椎
木
千
明
（
健
康
増
進
課
長
）
▼

産
業
建
設
部
長　

斉
藤
正
明
（
水

産
課
長
）
▼
久
賀
総
合
支
所
長　

山
本
定
雪
（
農
林
課
長
）
▼
大
島

総
合
支
所
長　

嶋
元
則
昭
（
医
療

保
険
課
長
）
▼
橘
総
合
支
所
長　

末
長
健
寿
（
橘
総
合
支
所
次
長
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長　

村
田

雅
典
（
総
務
部
長
）

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長　

中
野
守
雄
（
政
策

企
画
課
長
）
▼
政
策
企
画
課
長　

平
田
好
男
（
契
約
監
理
課
長
）
▼

契
約
監
理
課
長　

上
元
勝
見
（
建

設
課
長
）
▼
健
康
増
進
課
長　

東

原
平
典
（
医
療
保
険
課
医
療
保
険

班
長
）
▼
蒲
野
保
育
所
長　

頓
戸

秀
子
（
蒲
野
出
張
所
長
）
▼
日
良

居
保
育
所
長　

金
崎
哲
男
（
上
下

水
道
課
管
理
班
長
）
▼
農
林
課
長

　

藤
本
正
男
（
東
和
総
合
支
所
次

長
）
▼
水
産
課
長　

西
本
芳
隆
（
久

賀
教
育
支
所
長
）
▼
建
設
課
長　

高
瀬
光
香
（
環
境
施
設
課
環
境
施

設
班
長
）
▼
社
会
教
育
課
長　

菊

本
雅
喜
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育

班
長
）
▼
久
賀
教
育
支
所
長　

前

田
輝
幸
（
久
賀
総
合
支
所
次
長
）

【
班
長
級
】

▼
監
査
委
員
事
務
局
監
査
班
長　

吉
岡
信
二
（
総
務
課
消
防
防
災
班

長
）
▼
議
会
事
務
局
議
事
班
長　

平
田
富
久
代
（
議
会
事
務
局
）
▼

会
計
課
出
納
班
長　

佐
本
洋
二

（
上
下
水
道
課
水
道
班
長
）
▼
総

務
課
消
防
防
災
班
長　

田
村
真
澄

（
久
賀
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長
）

▼
税
務
課
課
税
第
１
班
長　

国
光

博
史
（
橘
総
合
支
所
総
合
窓
口
班

長
）
▼
税
務
課
徴
収
対
策
班
長

　

福
田
美
則
（
介
護
保
険
課
介
護

保
険
班
長
）
▼
介
護
保
険
課
介
護

保
険
班
長　

川
口
満
彦
（
生
活
衛

生
課
生
活
衛
生
班
長
）
▼
介
護
保

険
課
介
護
予
防
班
長　

斉
藤
美
登

里
（
健
康
増
進
課
大
島
保
健
セ
ン

タ
ー
長
）
▼
健
康
増
進
課
医
療
保

険
班
長　

岡
野
正
徳
（
政
策
企
画

課
総
合
政
策
班
長
）
▼
久
美
保
育

所
主
任
保
育
士　

西
村
佳
子
（
日

良
居
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▼
日

良
居
保
育
所
主
任
保
育
士　

浜
田

清
美
（
久
美
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▼
商
工
観
光
課
商
工
観
光
班
長　

浜
口
巧
（
商
工
観
光
課
）
▼
農
林

課
土
地
改
良
班
長　

野
村
嘉
都
正

（
会
計
課
出
納
班
長
）
▼
水
産
課

水
産
振
興
班
長　

浜
本
秀
男
（
上

下
水
道
課
）
▼
生
活
衛
生
課
生
活

衛
生
班
長　

秋
元
政
信
（
税
務
課

徴
収
対
策
班
長
）
▼
生
活
衛
生
課

公
営
住
宅
班
長　

岡
田
隆
文
（
生

活
衛
生
課
）
▼
環
境
施
設
課
環
境

施
設
班
長　

山
本
義
一
（
税
務
課
）

▼
上
下
水
道
課
水
道
班
長　

松
田

博
（
農
林
課
土
地
改
良
班
長
）
▼

上
下
水
道
課
管
理
班
長　

伊
村
明

彦
（
税
務
課
課
税
第
１
班
長
）
▼

久
賀
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長　

大
川
博
敏
（
商
工
観
光
課
商
工
観

光
班
長
）
▼
蒲
野
出
張
所
長　

倉

田
典
子
（
商
工
観
光
課
）
▼
東
和

総
合
支
所
地
域
支
援
班
長　

迎
智

可
志
（
東
和
総
合
支
所
）
▼
橘
総

合
支
所
総
合
窓
口
班
長　

石
原
栄

文
（
介
護
保
険
課
）
▼
教
育
委
員

会
総
務
課
総
務
班
長　

河
井
敏
博

（
監
査
委
員
事
務
局
監
査
班
長
）
▼

社
会
教
育
課
社
会
教
育
班
長　

木

下
由
郎
（
上
下
水
道
課
）
▼
久
賀

教
育
支
所
生
涯
学
習
班
長　

政
田

光
浩
（
水
産
課
水
産
振
興
班
長
）

【
一
般
職
】

○
総
務
部

▼
総
務
課　

村
田
孝
二
（
総
務
課

付
け
公
営
企
業
局
）
浜
岡
聡
（
総

務
課
付
け
公
営
企
業
局
）
岡
野
庄

治
（
生
活
衛
生
課
）
林
輝
昭
（
農

林
課
）
▼
財
政
課　

岡
原
伸
二
（
政

策
企
画
課
）
末
武
良
浩
（
総
務
課

付
け
県
市
町
課
）
▼
政
策
企
画
課

　

中
原
藤
雄
（
東
和
総
合
支
所
）

西
村
一
樹
（
税
務
課
）
▼
税
務
課

　

清
水
直
美
（
久
賀
総
合
支
所
）

藤
井
郁
男
（
福
祉
課
）
中
谷
範
夫

（
商
工
観
光
課
）
中
野
賢
一
（
上
下

水
道
課
）

○
健
康
福
祉
部

▼
介
護
保
険
課　

升
谷
高
広
（
総

務
課
）
田
和
智
博
（
福
祉
課
）
守

田
美
幸
（
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
）

竹
島
文
代
（
大
島
保
健
セ
ン
タ
ー
）

中
村
作
（
健
康
増
進
課
）
▼
福
祉

課　

戎
浩
和
（
総
務
課
付
け
柳
井

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
部
）
近

藤
晃
（
政
策
企
画
課
）
重
富
孝
雄

（
財
政
課
）
辻
田
建
一
（
上
下
水
道

課
）
▼
健
康
増
進
課　

堀
脇
国
輝

（
総
務
課
）
安
達
美
香
（
橘
図
書
館
）

永
田
広
幸
（
総
務
課
）

○
産
業
建
設
部

▼
商
工
観
光
課　

岡
元
博
（
社
会

教
育
課
）
戸
田
真
由
美
（
日
良
居

出
張
所
）
▼
農
林
課　

行
田
一
生

（
建
設
課
）
▼
建
設
課　

脇
良
明

（
教
育
委
員
会
総
務
課
）
▼
水
産
課

　

中
田
兼
歳
（
農
林
課
）
▼
生
活

衛
生
課　

山
本
健
（
橘
教
育
支
所
）

松
井
孝
（
財
政
課
）
阪
田
み
ち
る

（
久
賀
教
育
支
所
）
▼
上
下
水
道
課

　

徳
吉
諭
（
水
産
課
）
信
本
健
治

（
大
島
総
合
支
所
）
高
木
和
夫
（
社

会
教
育
課
）
橋
本
健
一
郎
（
健
康

増
進
課
）

○
総
合
支
所

▼
久
賀
総
合
支
所　

宮
崎
由
紀
子

（
福
祉
課
）
松
村
浩
（
久
賀
教
育
支

所
）
▼
大
島
総
合
支
所　

江
口
光

幸
（
上
下
水
道
課
）
▼
東
和
総
合

支
所　

池
田
藤
雄
（
生
活
衛
生
課
）

青
山
徳
幸
（
介
護
保
険
課
）
▼
白

木
出
張
所　

岡
野
明
美
（
橘
図
書

館
）
▼
油
田
出
張
所　

松
岡
香
織

（
環
境
施
設
課
）

○
教
育
委
員
会

▼
総
務
課　

伊
藤
和
也
（
久
賀
総

合
支
所
）
▼
社
会
教
育
課　

吉
冨

和
成
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）
▼

久
賀
図
書
館　

山
田
ひ
と
み
（
東

和
図
書
館
）
▼
久
賀
給
食
セ
ン

タ
ー　

赤
瀬
満
恵
（
橘
給
食
セ
ン

タ
ー
）
▼
橘
教
育
支
所　

市
川
貴

志
（
税
務
課
）
三
之
本
芳
恵
（
水

産
課
）

○
県
派
遣
等

▼
総
務
部
総
務
課
付
け　

県
中
山

間
地
域
づ
く
り
推
進
室　

中
岡
貴

史
（
建
設
課
）
柳
井
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
福
祉
部　

神
戸
和
雅
（
大

島
教
育
支
所
）
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【
異
動
】（　

）
内
は
旧
所
属

○
や
す
ら
ぎ
苑

　

宇
野
寿
実
恵

　
（
橘
病
院
看
護
長
）

【
採
用
】

○
や
す
ら
ぎ
苑

　

施
設
長　

石
原
得
博

○
東
和
病
院

　

理
学
療
法
士　

中
村
健
二

　

看
護
師　

中
村
博
美

　

看
護
師　

魚
谷
美
波

　

看
護
師　

川
口
い
ず
み

　

事
務
職
員　

高
瀬
光
司

○
橘
病
院

　

管
理
栄
養
士　

鴨
居
正
高

○
大
島
病
院

　

看
護
師　

伊
藤
礼
奈

　

看
護
師　

古
市　

彩

　

看
護
師　

川
野　

望

　

看
護
師　

屋
敷
葉
子

　

看
護
師　

岩
瀬
和
江

○
大
島
看
護
専
門
学
校

　

看
護
教
員　

小
川
律
子

○
さ
ざ
な
み
苑

　

准
看
護
師　

中
本
美
晴

　

介
護
福
祉
士　

山
本　

忍

○
や
す
ら
ぎ
苑

　

介
護
支
援
専
門
員　

政
村
和
徳

　

介
護
員　

吉
川
秀
範

○
居
宅
お
お
し
ま

　

介
護
支
援
専
門
員　

伊
藤
秀
将

○
総
務
部

　

事
務
職
員　

井
上
雄
太

【
退
職
】（
平
成
20
年
３
月
31
日
付
）

　

小
池
譲
治

　
（
や
す
ら
ぎ
苑
施
設
長
）

　

目
昭
仁

　
（
東
和
病
院
整
形
外
科
部
長
）

　

木
戸
雄
一

　
（
大
島
病
院
産
婦
人
科
部
長
）

公
営
企
業
局
の
異
動　
（
平
成
20
年
４
月
１
日
付
）

○
退
職
（
平
成
20
年
３
月
31
日
付
）

▼
吉
田
芳
春
（
総
務
部
総
務
課
長
）

▼
野
口
菊
義
（
久
賀
総
合
支
所
長
）

▼
山
本
治
（
大
島
総
合
支
所
長
）

▼
浜
中
清
孝
（
橘
総
合
支
所
長
）

▼
布
村
和
男

　
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

▼
馬
野
正
文
（
健
康
福
祉
部
長
）

▼
木
村
正
和

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
）

▼
田
中
進
（
大
島
総
合
支
所
次
長
）

▼
中
村
博
一
（
日
良
居
保
育
所
長
）

▼
河
元
サ
エ
子
（
蒲
野
保
育
所
長
）

▼
松
田
米
夫

　
（
東
和
総
合
支
所
地
域
支
援
班

長
）

▼
土
川
弘
幸
（
白
木
出
張
所
長
）

▼
西
村
芳
男

　
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
班
長
）

▼
金
本
亥
世
子
（
医
療
保
険
課
）

▼
布
村
功
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

▼
吉
水
み
ど
り
（
油
田
出
張
所
）

▼
藤
原
満
弘
（
福
祉
課
）

▼
石
合
芳
美
（
水
産
課
）

▼
室
小
枝
子

　
（
久
賀
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▼
中
元
つ
る
み

　
（
大
島
給
食
セ
ン
タ
ー
）

○
課
名
変
更
・
課
内
異
動

【
班
長
級
】

▼
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
長　

池
元
和
江
（
健
康
増

進
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
）
▼
健
康
増
進
課
主
任
保
健
師

　

島
本
悦
子
（
健
康
増
進
課
橘
保

健
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
健
康
増
進
課

主
任
保
健
師　

松
本
千
恵
子
（
健

康
増
進
課
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー

長
）

【
一
般
職
】

▼
介
護
保
険
課　

竹
本
光
博　

西

本
佳
郎　

地
田
幸
代　

松
成
智
美

　

岩
崎
絢
子　

松
永
晴
美
（
健
康

増
進
課
）
▼
福
祉
課
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー　

木
村
敏
子
（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
大
島
）
▼
健
康
増

進
課　

行
田
美
穂
（
東
和
保
健
セ

ン
タ
ー
）
井
上
奈
美
（
東
和
保
健

セ
ン
タ
ー
）
後
藤
康
宏　

梅
木
祐

子　

藤
本
幸
一　

山
根
一
夫　

島

元
仁
志　

藤
元
将
敬
（
医
療
保
険

課
）

核兵器廃絶平和のまち宣言 

　世界の恒久平和と安全は、人類
共通の願いである。
　人類史上初めて広島・長崎に原
爆が投下された核被爆国民とし
て、核兵器の恐ろしさ、被爆者の
今なお続く苦しみをかみしめ、悲
惨な戦争体験を風化させることな
く、後世に語り継ぎ、二度と戦争
を引き起こさないよう、生命と平
和の尊さを訴えるものである。
　ここに、周防大島町は、日本国
憲法の平和精神に基づき、非核三
原則の遵守を求め、「核兵器廃絶・
平和自治体」であることを宣言す
る。
平成 20年４月１日

＝ 周防大島町 ＝

　

合
併
後
、
新
町
ス
タ
ー
ト
か
ら
３
年
半
を
経
過
し
た
今
、
周
防
大
島
町

に
お
い
て
も
非
核
平
和
の
誓
い
は
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
理
念
で
あ
り
、
核
兵
器
の
怖
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
再
認

識
し
、
平
和
維
持
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
ま

し
た
。
な
お
、昨
年
の
12
月
に
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
に
関
す
る
決
議
が
、

町
議
会
に
お
い
て
も
次
の
と
お
り
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
平
和
の
ま
ち
宣
言

「非核平和都市宣言」に関する決議

　核兵器を廃絶し、恒久平和を実現するこ
とは、周防大島町民の心からの希求である。
また、我が国は、世界唯一の被爆国として、
広島・長崎の惨禍を繰り返さないため、国
民世論の同意のもとに「非核三原則」を国
是としてきたところである。
　しかしながら、地球上では地域紛争やテ
ロの頻発など、人間の生命の尊厳を踏みに
じる行為が繰り返され、また、核の小型化
が進み、世界の平和と人類の生存に深刻な
脅威をもたらしていることは、全人類のひ
としく憂えるところである。
　私たち周防大島町議会は、真の恒久平和
を求めるために、非核三原則の完全実施を
願うとともに、核兵器廃絶を訴え、ここに
「非核平和都市宣言」をするものである。
平成 19年 12月 21日

＝ 周防大島町議会＝
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周
防
大
島
の
入
口
に
あ
る
西
三
蒲
鳴
門
の
竹
や
ぶ
を

伐
採
し
、
桜
並
木
と
ク
ヌ
ギ
の
森
と
し
て
再
生
す
る
取

り
組
み
が
３
年
目
を
迎
え
、
３
月
11
日
、
第
２
回
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
森
は
美
し
い
三
蒲
を
創

る
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
昨
年
植
え
た
苗
木
も
順
調
に
育
ち
、
海
を
望
む
美

し
い
景
観
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
植
樹
祭
で
は
、
い

わ
く
に
竹
楽
房
の
竹
楽
器
演
奏
や
三
蒲
小
学
校
児
童
の

歌
が
花
を
添
え
、
地
域
の
憩
い
の
森
と
な
る
よ
う
参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
ク
ヌ
ギ
の
種
で
あ
る
ド
ン
グ
リ
を
植

え
ま
し
た
。

竹
や
ぶ
か
ら
桜
並
木
と
ク
ヌ
ギ
の
森
へ

未来のＪリーガーめざして

　

第
12
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
３
月
28

日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
48
チ
ー
ム

が
３
日
間
に
わ

た
っ
て
戦
い
ま

し
た
。

　

決
勝
戦
は
30

日
、
周
防
大
島

町
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
、
雨

の
中
熱
戦
の

末
、
コ
ス
モ
東

広
島
Ｆ
Ｃ
が
優

勝
し
ま
し
た
。

いわくに竹楽房の伴奏で
三蒲小学校児童が合唱

ドングリの植え付け

　

周
防
大
島
の
竹
を
使
っ
て
竹
と
ん
ぼ

を
作
り
、
飛
距
離
や
滞
空
時
間
を
競
う

竹
と
ん
ぼ
競
技
大
会
が
３
月
24
日
、
大

島
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

島
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催
で
今
回

が
３
回
目
。
工
夫
を
重
ね
た
自
慢
の
竹

と
ん
ぼ
を
持
ち
寄
り
、
高
く
飛
ば
し
た

り
遠
く
へ
飛
ば
し
た
り
と
力
か
げ
ん
を

調
整
。
飛
ば
し
た
竹
と
ん
ぼ
を
拾
い
に

歩
く
こ
と
が
運
動
に
な
り
、
体
に
も
よ

い
と
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

竹
と
ん
ぼ　

空
高
く
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大島警察署長から感謝状

　

周
防
大
島
の
宮
大
工
が
建
て
た
町
内
外
の
社
寺
に
つ
い

て
、
最
新
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る
学
習
会
が
３
月
１
日
、

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約
90
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
町
文
化
振
興
会
が
主
催
。

　

学
習
会
で
は
、
四
国
な
ど
に
出
稼
ぎ
し
、
彫
刻
の
腕
に

磨
き
を
か
け｢

長
州
大
工｣
と
呼
ば
れ
た
東
和
の
宮
大
工

た
ち
と
、
島
に
と
ど
ま
り
、
四
境
の
役
で
被
災
し
た
郷
土

の
復
興
に
尽
く
し
た
久
賀
の
宮
大
工
た
ち
と
を
紹
介
。
松

山
東
雲
短
大
の
犬
伏
武
彦
教
授
は｢

ど
ち
ら
も
懸
命
に
働

い
て
い
た
様
子
が
、
残
さ
れ
た
社
寺
や
文
書
か
ら
伝
わ
っ

て
く
る｣

と
解
説
し
、｢

今
後
も
周
防
大
島
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
研
究
を
続
け
、
宮
大
工
た
ち
の
業
績
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

社
寺
建
築
学
習
会

海外ボランティアへ派遣

　

開
発
途
上
国
な
ど
で
技
術
指
導
を
行
う
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、河
村
康
夫
さ
ん
（
西

方
）
が
ネ
パ
ー
ル
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

３
月
17
日
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
日
本
の
富
有
柿
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
せ
ん
定
や
栽
培
の
技
術
指
導
の
ほ

か
収
穫
物
の
販
売
に
関
す
る
助
言
が
求
め
ら
て
い

ま
す
。
河
村
さ
ん
は
、
山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ

ン
タ
ー
農
業
技
術
部
大
島
柑
き
つ
試
験
場
（
東
安

下
庄
）
で
、
ミ
カ
ン
な
ど
柑
き
つ
の
栽
培
技
術
を

指
導
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
３
月
下
旬
か
ら

２
年
間
、
ネ
パ
ー
ル
で
日
本
種
の
甘
カ
キ
な
ど
果

樹
栽
培
技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
24
日
、
行
方
不
明
者
捜
索
で
大
島
警
察
署
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
３
月
15
日
の
夕
方
か
ら
、
安
下
庄
地
区
で
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
た
３
歳
の
女
の
子
を
、
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
大

島
警
察
署
員
、
県
警
機
動
隊
員
、
橘
支
部
消
防
団
員
、
柳
井
地

区
広
域
消
防
署
員
、
自
衛
隊
員
や
山
口
県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
あ
き
よ
し
」
で
捜
索
。
翌
日
の
午
後
に
地
元
の
方
が
女
の
子

を
発
見
し
、
無
事
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
捜
索
に
お
い
て
第
一
発
見
者
の
安
本
貞
敏
さ
ん

（
西
安
下
庄
）
と
、
捜
索
に
協
力
さ
れ
た
団
体
の
中
川
憲
幸
正

分
区
長
お
よ
び
安
達
雅
由
橘
支
部
団
長
に
、
横
道
宏
明
大
島
警

察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

捜
索
に
当
た
っ
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
方
々
、
関

係
機
関
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

右
か
ら
安
達
橘
支
部
団
長
、
安

本
さ
ん
、
正
分
区
の
中
川
さ
ん
、

木
村
さ
ん
。



12広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )4 月号

お知らせ４月

平
成
20
年
度

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

　

本
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
（
奨
学
金
）

は
、
昨
年
７
月
の
「
星
野
哲
郎
記

念
館
」
開
設
に
際
し
、
作
詩
家
星

野
哲
郎
先
生
か
ら
周
防
大
島
町
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ら
れ
て

「
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
の
名

称
で
、
島
の
子
ど
も
達
へ
の
学
資

資
金
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
町
内
に
在
住
ま
た

は
通
学
す
る
高
校
生
等
に
対
し
、

奨
学
金
を
支
給
し
、
学
業
、
芸
術
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
様
々
な
活

動
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
本
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格
／

①
周
防
大
島
町
内
の
高
等
学
校
お

よ
び
高
等
専
門
学
校
に
通
学
す
る

生
徒
（
学
生
）

②
周
防
大
島
町
内
に
住
所
を
有
す

る
高
等
学
校
お
よ
び
高
等
専
門
学

校
の
生
徒
（
学
生
）

③
大
島
看
護
専
門
学
校
に
通
学
す

る
学
生

■
給
付
内
容
／

　

対
象
人
員
は
毎
年
５
名
以
内
と

　

し
、
給
付
金
額
は
１
名
当
た
り

　

20
万
円
と
し
ま
す
。

　
（
償
還
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
申
込
手
続
き
／

　

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
申
し
込
む
方

　

は
、
以
下
の
必
要
書
類
を
揃
え

　

て
学
校
長
へ
提
出
し
、
学
校
長

　

は
資
格
調
書
等
を
添
え
て
ス
カ

　

ラ
シ
ッ
プ
事
務
局
へ
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

①
申
込
書

②
課
題
レ
ポ
ー
ト

　

テ
ー
マ
「
周
防
大
島
と
私
の
夢
」

※
８
０
０
字
程
度
（
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
ま
た
は
ワ
ー
プ
ロ
清
書

Ａ
４
横
タ
テ
書
き
20
×
20
）
タ
イ

ト
ル
、
学
校
名
、
氏
名
を
冒
頭
に

記
入
す
る
。

③
資
格
調
書
（
学
校
長
作
成
）

④
功
績
調
書
（
学
校
長
作
成
）

※
①
③
④
の
様
式
は
事
務
局
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
提
出
先
／

　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
選
考

　

委
員
会
事
務
局

　
（
久
賀
庁
舎
１
階
）

■
提
出
方
法
／

　

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
配
達

　

記
録
）
に
て
受
付
し
ま
す
。
郵

　

送
の
場
合
は
５
月
30
日
㈪
午
後

　

５
時
ま
で
必
着
と
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
／

　

５
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

■
選
考
方
法
・
選
考
結
果
等
／

　
「
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
選

　

考
委
員
会
に
て
選
考
を
行
い
、

　

選
考
結
果
は
、
７
月
中
旬
ご
ろ

　

ま
で
に
在
学
学
校
長
を
経
て
本

　

人
に
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
星
野
哲
郎
記
念
館
開
館

　

日
（
７
月
25
日
）
に
表
彰
式
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
出
席
を

　

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
町
広

　

報
等
で
公
表
お
よ
び
同
記
念
館

　

に
お
い
て
顕
彰
し
ま
す
の
で
ご

　

承
知
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
選
考

　

委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大

　

字
久
賀
５
１
３
４

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
２
２

Ｅ
メ
ー
ル

sy
o
k
o
k
an
k
o
@
to
w
n
.su
o
-

oshim
a.lg.jp

星
野
哲
郎
記
念
館
関
係
パ
ー

ト
募
集

■
募
集
人
数
・
勤
務
内
容
等
／

・
従
業
員　

１
名

・
パ
ソ
コ
ン
入
力
業
務
等

・
商
工
観
光
課
（
久
賀
庁
舎
）
へ

通
勤
可
能
な
18
歳
以
上
50
歳
く
ら

い
ま
で
の
方
。（
未
成
年
の
場
合
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。）

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き

る
方

■
勤
務
期
間
等
／

　

５
月
中
旬
ご
ろ
〜
９
月
30
日
㈫

　
（
開
始
期
間
の
前
後
有
り
）

　

週
３
日
程
度
（
土
日
除
く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
勤
務
場
所
／
久
賀
庁
舎

■
面
接
・
試
験
日
・
場
所
／

　

随
時
（
平
日
）　　

　

周
防
大
島
町
役
場　

久
賀
庁
舎

■
面
接
申
込
方
法
／

　

５
月
15
日
㈫
午
後
３
時
ま
で
に

　

履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

商
工
観
光
課

☎
７
９
‐
１
０
０
３　

滞
在
型
市
民
農
園

「
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ラ
大
島
」

利
用
者
募
集

　

友
人
、
知
人
等
で
市
民
農
園
に

興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
役
場
農
林
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
区
画
／

　

６
号
・
７
号

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
利
用
料
／

　

年
額
38
万
１
０
０
０
円

　
　

〜
38
万
２
０
８
０
円 

■
利
用
期
間
／

　

平
成
20
年
６
月
か
ら

　
（
最
長
５
年
間
ま
で
更
新
可
能
）

■
申
込
期
限
／
４
月
30
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
／

　

農
林
課
☎
７
９
‐
１
０
０
２

募
集
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お知らせ４月

カ
ー
プ
応
援
デ
ー

参
加
者
募
集

■
日
時
／
６
月
22
日
㈰

　

午
後
２
時　

試
合
開
始

■
対
戦
相
手
／

　

東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

■
試
合
会
場
／
広
島
市
民
球
場

■
集
合
／

　

正
午
（
開
門
予
定
時
刻
）
か
ら

　

午
後
２
時
ま
で
、
一
塁
側
２
番

　

入
口
横
の
広
島
広
域
都
市
圏
コ

　

ー
ナ
ー
に
集
合
。
受
付
（
開
門

　

以
降
）
の
際
に
チ
ケ
ッ
ト
等
を

　

配
布
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
３
０
０
人

　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
／

　

１
人　

２
５
０
０
円

　
（
弁
当
・
飲
物
代
を
含
む
）

※
１
塁
側
２
階
Ｂ
指
定
席
を
確

保
、
３
歳
以
上
は
参
加
費
が
必
要
。

参
加
者
全
員
に
カ
ー
プ
グ
ッ
ズ
、

抽
選
で
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
小
学
生
以
下
の
場
合
は
大

人
の
同
伴
が
必
要
。

■
申
し
込
み
／

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
者
全
員

　
（
５
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
電
話
番
号
（
当
日
連
絡

　

可
能
な
番
号
）
を
記
入
し
５
月

　

23
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

　

広
島
市
中
区
国
泰
寺
町
一
丁
目

　

６
番
34
号

　

広
島
市
役
所
企
画
調
整
部
内　

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

　

へ
申
し
込
み
。

■
参
加
者
の
決
定
／

　

６
月
３
日
ご
ろ
、
返
信
ハ
ガ
キ

　

で
通
知
し
、
６
月
13
日
㈮
ま
で

　

に
参
加
費
を
振
り
込
ん
で
い
た

　

だ
き
ま
す
。（
振
込
手
数
料
は
参

　

加
者
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

広
島
市
企
画
調
整
部
内
広
島
広

　

域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
事
務
局

☎ 
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
６

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
通
り
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象
／

　

高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

　

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る

　

こ
と
が
困
難
な
者
）

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
貸
与
額
／
月
額
２
万
円

■
申
込
方
法
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
ま
た

　

は
各
教
育
支
所
に
備
え
付
け
の

　

貸
与
願
お
よ
び
そ
の
他
必
要
書

　

類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。

■
返
還
方
法
／

　

卒
業
後
１
か
年
を
経
過
し
た
翌

　

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間

　

の
２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全

　

額
を
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返

　

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
／

　

５
月
16
日
㈮
ま
で
に
周
防
大
島

　

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育

　

支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
周
防
大
島
町
奨
学
資
金
ご
支
援

の
お
願
い

　

高
校
生
を
応
援
す
る
た
め
、
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

教
育
委
員
会　

総
務
課　

☎
７
８
‐
０
７
０
０

ちびっ子医療費助成制度のお知らせ

　「ちびっ子医療費助成制度」が、平成 20
年４月１日から始まりました。この制度は、
対象者の医療に要する経費のうち医療保険
の自己負担額を公費で助成する制度です。

◆対象となる人／
①年齢要件　小学校１年生から小学校６年生までの児童
②所得要件　税額控除（配当控除、外国税額控除、調整
控除）前の平成 19年度市町民税所得割額 13万６７００
円以下の世帯（父母の合算額）
　対象になると思われる方は、役場福祉課または最寄り
の総合支所・出張所で、今月中に申請の手続きをしてく
ださい。なお、現在、福祉医療費受給者証（重度心身障
害者用または母子家庭用）を受給中の児童は、「ちびっ子
医療費助成制度」の対象とはなりませんので、手続きを
する必要はありません。また、現在、福祉医療費受給者
証（乳幼児用　有効期限：平成 19年８月１日～平成 20
年７月 31 日）を受給中の児童は、引き続き「ちびっ子
医療費助成制度」の対象者とみなしますので、お持ちの
受給者証をご使用ください。
◆手続きに必要なもの／
・受給対象児童の健康保険証　・印鑑
※平成 19 年１月１日現在周防大島町に住んでいなかっ
た方は、当該児童の父母の前住所地の平成 19 年度市町
民税課税証明書（税額控除【配当控除、外国税額控除、
調整控除】前の所得割額が記載されたもの）
◆問い合わせ／福祉課☎７７‐５５０５

和
田
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
が

開
通
し
ま
し
た

　

和
田
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
の
神

浦
〜
和
田
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
神
浦
〜
和
田

〜
油
宇
間
の
距
離
が
縮
ま
り
、
交

通
の
便
も
良
く
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
町
道
油
宇
和
田
線

と
の
交
差
点
部
分
で
は
、
和
田
地

区
ふ
る
さ
と
農
道
（
神
浦
〜
和
田

間
）
が
本
線
と
な
り
ま
す
。
和
田

↓
油
宇
ま
た
は
、
和
田
↓
神
浦
方

面
へ
行
か
れ
る
際
に
、
一
時
停
止

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課

☎
７
９
‐
１
０
０
２

至　和田

一時停止
設置（新設）

至　神浦

至　油宇

交差点部詳細
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お知らせ４月
「
山
口
県
都
市
計
画
基
本
方

針
改
訂
版
（
案
）」
に
対
す

る
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

　

現
在
、
県
で
は
、
都
市
計
画
に

関
す
る
県
の
統
一
的
、
総
括
的
な

考
え
方
を
示
す
「
山
口
県
都
市
計

画
基
本
方
針
」
の
改
訂
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状

況
を
と
り
ま
と
め
た
案
を
公
表
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
々
の
ご
意
見
に
対
し

て
個
別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
／

　

４
月
15
日
㈫
〜
５
月
16
日
㈮

■
閲
覧
方
法
／

①
文
書
閲
覧　

県
庁
情
報
公
開
セ

ン
タ
ー
、
県
庁
土
木
建
築
部
都
市

計
画
課
、
各
地
方
県
民
相
談
室
、

町
建
設
課

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

pref.yam
aguchi.lg.jp/cm

s/
a11000/pub-com

m
ent/

■
意
見
提
出
方
法
／

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

　

記
の
う
え
、
郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク

　

ス
・
電
子
メ
ー
ル
に
て
県
へ
提

　

出
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
２
５

　

町
建
設
課
☎
７
９
‐
１
０
０
５

東
和
都
市
計
画
公
園
の
変
更

に
関
す
る
説
明
会
・
公
聴
会

　
「
東
和
都
市
計
画
公
園
９･

５･

１
片
添
ケ
浜
海
浜
公
園
の
変
更
」

に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
主
な
変
更
は
公
園
の
区
域
の

変
更
で
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
説
明
会
／

・
日
時　

４
月
24
日
㈭
午
後
６
時

・
場
所　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
公
聴
会
の
開
催
／

・
日
時　

５
月
15
日
㈭
午
後
２
時

・
場
所　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
公
述
の
申
込
方
法
／

　

県
都
市
計
画
課
お
よ
び
町
建
設

　

課
備
え
付
け
の
公
述
申
出
書
に

　

意
見
の
要
旨
、
そ
の
理
由
、
住

　

所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
５

　

月
８
日
㈭
ま
で
に
県
都
市
計
画

　

課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。（
郵
送

　

の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
）

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
、

公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

※
公
述
申
出
書
の
意
見
が
東
和
都

市
計
画
公
園
の
変
更
に
関
係
な
い

場
合
は
公
述
で
き
ま
せ
ん
。

■
変
更
素
案
の
縦
覧
／

・
縦
覧
期
間　

４
月
15
日
㈫
〜
５

月
15
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

・
縦
覧
場
所　

町
建
設
課
、
県
都

市
計
画
課
お
よ
び
柳
井
土
木
建
築

事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
／
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
２
（
９
３
３
）
３
７
２
５

　

町
建
設
課
☎
７
９
‐
１
０
０
５

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
請

　

例
年
の
よ
う
に
、
浄
化
槽
設
置

補
助
金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

■
受
付
期
間
／
４
月
〜
11
月

■
受
付
場
所
／
各
総
合
支
所
お
よ

　

び
上
下
水
道
課

■
補
助
対
象
区
域
／
下
水
道
お
よ

　

び
集
落
排
水
区
域
以
外
の
区
域

※
予
算
の
都
合
上
早
め
に
申
請
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
上
下
水
道
課

☎
７
９
‐
１
０
１
１

軽
食
堂
ス
タ
ッ
フ
募
集

■
勤
務
場
所
／
片
添
ヶ
浜
温
泉　

　

遊
湯
ラ
ン
ド
内　

■
勤
務
内
容
／
簡
単
な
調
理
な
ど

■
募
集
人
数
／
若
干
名
（
随
時
面

　

接
を
実
施
し
、
決
ま
り
次
第
終

　

了
し
ま
す
。）

※
詳
し
く
は
東
和
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
（
☎
７
８
‐
０
８
４
８
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　４月から教室を一新しましたので、気候のいい
時期に水中運動で体力をつけ夏に備えましょう！
◆日時／火～金曜日（祝日は休み）
◆場所／竜崎温泉潮風の湯プール
◆内容／午前中の『クラス』は基礎的な水中ウォーキングや体操を中心に、初心者
　から経験者まで参加いただけます。午後からは色々な種類のコースを用意してい
　ます。開始時間５分前に集合してください。
◆持ってくるもの／水着、水泳帽、入館料（教室参加料はありません）
◆申し込み・問い合わせ／介護保険課介護予防班☎７７‐５５０６

曜日
時間

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

11:00 ～ 11:45
水中運動

さわやかクラス
水中運動

ほがらかクラス
水中運動

すこやかクラス
水中運動

はつらつクラス

14:00 ～ 14:30
やさしいアクア
ビクスコース

燃やそう！
体脂肪コース

燃やそう！
体脂肪コース

流水ダイエット
コース

14:45 ～ 15:15
流水ダイエット
コース

脚力強化コース
ボールで筋力
アップコース

お腹周り
集中コース

　

周
防
大
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
方
が
死
亡

し
た
際
、
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
支
払
わ
れ
る
葬
祭
費
の
金
額
が
１
万
円
か

ら
５
万
円
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
葬
祭
を
行
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
医
療
保
険
課
☎
７
７
‐
５
５
０
２

竜崎温泉温水プールの教室について
　

周
防
大
島
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

葬
祭
費
の
金
額
が
変
わ
り
ま
し
た
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お知らせ４月

相
談

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
５
月
14
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

■
場
所
／
大
島
庁
舎

■
相
談
担
当
者
／

　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

平成 20年度『島すくーる』受講生募集中

　昨年 9月から始まった「島すくーる」では、平成
20年度の受講生を募集します。
　大島の伝統文化を楽しく一緒に学びましょう！

◎大島の台所（スローフード料理教室）
　大島の伝統料理や田舎料理を楽しく交流しながら伝
える講座です。この講座では、ツーリズム参加者と
一緒に料理教室を受講していただくこともあるので、
色々な地域・年代の方と交流できるのも楽しみのひと
つです！
◆開催日／毎月第 2土曜日（初回５月 10日）
◆時間／ 10：30 ～ 12：30
◆受講料／ 1000 円（1回）
◆定員／ 10 人（先着順）

◎島巡りガイド養成講座
　大島の名所・旧跡および文化財を勉強する講座です。
20 年度は大島八十八ヶ所を中心に、毎回現地に行っ
て勉強していきたいと思っています。（この講座もツー
リズムの参加者とまわることがあります）
◆開催日／毎月第 4土曜日（初回 5/24）
◆時間／ 13：00 ～ 16：00
◆受講料／ 1000 円（1回）
◆定員／ 10 人（先着順）

◎フラダンス教室
　～ハウオリ・フラクラブ～（初級～中級）
　この教室は、40 代位までの方を対象としたチョッ
ト本格的なフラ講座です。若い世代の方達にもっとフ
ラダンスに親しんでいただくことと、大会出場や講師
の育成を目標にしています。本物の伝統フラに触れて
みませんか。 
◆開催日／毎月第 1・3月曜日
◆時間／ 19：30 ～ 21：00
◆受講料／ 3000 円（１か月）
◆定員／若干名（先着順）

◆申し込み・問い合わせ／
　八幡生涯学習のむら☎７２‐２６０１ 

消防署の名前の変更について

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

等
に
つ
い
て

○
年
度
更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
に
係
る
平
成
19
年
度

分
の
確
定
保
険
料
と
平
成
20
年
度

分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付

手
続
き
は
４
月
１
日
か
ら
５
月

20
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
石
綿

健
康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一
般

拠
出
金
」
の
申
告
・
納
付
が
始
ま

り
ま
し
た
。
年
度
更
新
と
あ
わ
せ

て
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
電
子
申
請
、
電
子
納
付

　

電
子
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
を
電
子
申

請
し
た
場
合
に
は
電
子
納
付
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

労
働
保
険
適
用
徴
収
・
電
子
申
請

お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://jp.roho-chosyu.m
hlw
.

go/jp/

○
申
告
書
受
付
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

県
内
各
地
に
お
い
て
、
申
告
書

の
記
入
相
談
・
受
理
、
保
険
料
の

納
付
な
ど
が
で
き
る
「
申
告
書
受

付
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時　

５
月
９
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
３
（
９
９
５
）
０
３
６
６

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
大
島
柑
き
つ
試
験
場

の
名
称
が
「
柑
き
つ
振
興
セ
ン

タ
ー
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
電
話
番
号
な
ど
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柑
き
つ
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
‐
１
０
１
９

　　　　　　　　　　　　　　　　４月１日から消防署の組織改革に伴い、消防署の名前が次のようになりました。
施設名 所在地 電話番号

柳井地区広域柳井消防署（旧西消防署） 柳井市南町５丁目４‐１ 0820（23）7775
柳井地区広域柳井消防署東出張所（旧西消防署東出張所） 柳井市神代 2943‐１ 0820（45）2911
柳井地区広域柳井消防署南出張所（旧西消防署南出張所） 上関町室津 191‐14 0820（62）0119
柳井地区広域柳井消防署西部出張所（旧東消防署） 周防大島町東三蒲 45‐３ 0820（72）0119
柳井地区広域柳井消防署東部出張所（旧東消防署東部出張所）周防大島町内入 679‐１ 0820（75）0119
柳井地区広域柳井消防署中部出張所（旧東消防署中部出張所）周防大島町西安下庄 1282‐１ 0820（77）0119
柳井地区広域消防組合消防本部 柳井市南町５丁目４‐１ 0820（22）0040
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お知らせ４月

催
し

体
験
学
習

｢

石
風
呂
に
入
ろ
う｣

参
加
者
募
集

　

地
家
室
の
石
風
呂
は
、
岩
に
で

き
た
空
洞
を
利
用
し
た
天
然
の
サ

ウ
ナ
で
す
。
ふ
る
さ
と
に
古
く
か

ら
伝
わ
る｢

も
う
一
つ
の
入
浴
文

化｣

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
内
容
／

・
石
風
呂
入
浴
体
験

・
石
風
呂
に
つ
い
て
の
学
習
会

■
日
時
／
５
月
10
日
㈯

　

午
後
２
時
か
ら
１
時
間
程
度

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付

■
集
合
場
所
／

　

地
家
室
集
落
の
海
側

　
（
案
内
看
板
を
設
け
ま
す
）

■
対
象
／

　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

　

も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
１
人
３
０
０
円

　
（
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

■
持
っ
て
く
る
も
の
／

　

毛
布
ま
た
は
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

　

１
枚

※
か
ぶ
っ
て
石
風
呂
の
中
に
入
り

ま
す
。
コ
ゲ
て
も
良
い
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先
／

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
‐
２
５
１
４

第
22
回　

全
国
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
協
議
会

地
域
医
療
現
地
研
究
会

　

こ
の
た
び
、
表
記
研
究
会
を
周

防
大
島
町
公
営
企
業
局
の
引
受
け

で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
現
地
研
究
会
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
過
疎
と
高
齢
化
の

進
む
地
域
で
の
包
括
ケ
ア
」
と
し

ま
し
た
。
周
防
大
島
は
過
疎
が
進

む
と
と
も
に
高
齢
化
率
が
高
く
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
包
括
ケ
ア

が
課
題
の
た
め
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

し
て
選
び
ま
し
た
。
サ
ブ
テ
ー
マ

を
〜
住
み
慣
れ
た
島
で
安
心
し
た

暮
ら
し
を
〜
と
し
、
４
人
の
発
表

者
と
全
体
討
議
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
現
地
研

究
会
の
一
般
参
加
を
募
集
し
ま
す

の
で
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み

く
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
23
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
11
時

■
発
表
者
／

１
．
前
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
　
（
新
山
玄
雄
）

２
．
周
防
大
島
町
健
康
増
進
課
健

　

康
づ
く
り
班
長
（
川
口
雅
枝
）

３
．
周
防
大
島
町
立
大
島
病
院
長

　
　
（
松
本
直
晃
）

４
．
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た

ち
ば
な
管
理
者
（
野
村
美
穂
）

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

■
申
込
期
日
／
４
月
30
日
㈬

■
募
集
定
員
／
先
着
１
０
０
名

■
参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

町
公
営
企
業
局
総
務
課

☎
７
４
‐
２
３
３
２

※
参
加
者
の
人
数
に
よ
っ
て
は
立

ち
見
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

大
島
図
書
館

「
お
は
な
し
か
い
」

　

楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い

聞
け
ま
す
。
み
ん
な
、
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／

　

毎
月
第
３
土
曜
日　

　

午
後
２
時
30
分
か
ら

■
対
象
／

　

乳
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

■
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
図
書
館

☎
７
４
‐
３
８
０
０

【
相
談
】

　

パ
ソ
コ
ン
を
携
帯
電
話
に
接

続
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
と
こ
ろ
、
高
額
な
パ
ケ
ッ

ト
通
信
料
を
請
求
さ
れ
た
。
パ

ケ
ッ
ト
定
額
プ
ラ
ン
に
加
入
す

れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
と
接
続
し
た

際
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
制

限
に
利
用
で
き
る
と
、
契
約
時

に
販
売
店
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
た
の
で
、
話
が
違
う
と
携
帯

電
話
会
社
に
苦
情
を
言
う
と
、

通
信
料
を
減
額
し
て
く
れ
た
が

納
得
で
き
な
い
。

【
処
理
】

　

携
帯
電
話
会
社
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
パ
ケ
ッ
ト
定
額

プ
ラ
ン
の
適
用
対
象
に
つ
い
て

は
、
契
約
書
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
パ
ソ
コ
ン
接
続
時
は
適
用

外
と
の
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、

販
売
店
の
不
手
際
で
説
明
に
誤

り
が
あ
っ
た
事
を
認
め
た
上
で
、

パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
を
出
来
る
限

り
減
額
を
し
て
お
り
、
こ
れ
以

上
の
減
額
に
は
応
じ
ら
れ
な
い

と
の
回
答
だ
っ
た
の
で
、
今
後

の
被
害
防
止
の
た
め
、
消
費
者

に
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の

方
法
を
整
え
て
ほ
し
い
と
要
望

し
た
。
そ
の
旨
を
相
談
者
に
伝

え
た
と
こ
ろ
納
得
さ
れ
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

パ
ソ
コ
ン
を
携
帯
電
話
に
接

続
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
場
合
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料

が
発
生
し
ま
す
が
、
多
く
の
携

帯
電
話
会
社
で
は
、
こ
の
場
合

の
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
に
つ
い
て

は
パ
ケ
ッ
ト
定
額
制
の
対
象
外

と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
パ
ケ
ッ

ト
定
額
制
の
契
約
内
容
を
き
ち

ん
と
確
認
、
理
解
し
利
用
す
る

よ
う
心
が

け
て
く
だ

さ
い
。

か
し
こ
い
消
費
者

パ
ソ
コ
ン
と
接
続
し
た
携
帯
電
話
の

パ
ケ
ッ
ト
通
信
料

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

めざせ！
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

川　

口　

雅　

枝
（
健
康
づ
く
り
班
）

　

春
爛
漫
の
と
て
も
穏
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

　

４
月
は
学
校
で
は
新
学
年
、
職
場
で
も
新
年
度

を
迎
え
、
新
し
い
生
活
に
緊
張
し
た
気
持
ち
で
過

ご
し
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
私
達
保
健
師
も
4
月
か
ら
体
制
が
変
わ
り

ま
し
た
。
今
ま
で
、
旧
町
単
位
に
置
か
れ
、
親
し

ま
れ
て
い
た
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
は
「
た
ち

ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
」
に
常
駐
し
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
は
週
1
回
出
向
い
て
、
健
康
相
談
や
業
務
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
の
総

合
相
談
や
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
行

う
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
介
護
予
防
を

行
う「
介
護
予
防
班
」が
介
護
保
険
課
に
設
置
さ
れ
、

高
齢
者
へ
の
切
れ
目
な
い
対
応
を
一
課
で
行
い
高

齢
者
対
策
を
充
実
強
化
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で

す
。

　

高
齢
化
の
進
ん
だ
周
防
大
島
町
で
は
、
特
に
高

齢
者
の
介
護
予
防
が
重
要
で
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
虚
弱
な
高
齢
者
（
特
定
高
齢
者
）
を
訪

問
し
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
そ
の
人

に
あ
っ
た
生
活
目
標
を
一
緒
に
た
て
ま
す
（
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）。
そ
し
て
介
護
予
防
班

が
そ
の
目
標
に
沿
っ
て
介
護
予
防
事
業
で
あ
る
筋

力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
や
訪
問
指
導
事
業
を

行
い
生
活
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
一

般
高
齢
者
に
対
し
て
は
転
倒
予
防
教
室
や
認
知
症

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
温
水
プ
ー
ル
指
導
事
業
、
男

性
の
料
理
教
室
、
住
民
サ
ロ
ン
等
で
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
健
康
づ
く
り
の
講
話
等
を
行
い
、
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
増
進
課
の
健
康
づ
く
り
班
は
母
子
保
健
か

ら
成
人
保
健
ま
で
の
健
康
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
医
療
保
険
者
が
行
う
特

定
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
健
診
の
要
指
導
者
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
へ
の
特
定
保
健
指

導
で
生
活
習
慣
病
予
防
を
行
い
、
元
気
な
町
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
保
健
福
祉
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
わ
が

町
周
防
大
島
町
で
輝
い
て
生
き
よ
う
１
０
０
歳
に

挑
戦
！
」
の
よ
う
に
住
み
慣
れ
た
町
で
い
き
い
き

と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら

の
切
れ
目
な
い
健
康
づ
く
り
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
師
へ
の
相
談
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
健

康
相
談
日
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
か
、
連
絡
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
訪
問
等
で
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な
事
等
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
に
つ
い
て

は
広
報
と
一
緒
に
配
付
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お知らせ４月
「
囲
碁
大
会
」
開
催

　

生
涯
学
習
活
動
総
仕
上
げ
と
し

て
、
大
島
囲
碁
同
好
会
に
よ
る
囲
碁

大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
期
日
／
４
月
27
日
㈰

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

研
修
室
１
・
２

■
会
費
／
１
０
０
０
円

■
受
付
時
間
／
午
前
11
時
30
分　

■
対
局
開
始
／
正
午
〜
４
戦
対
局

■
ク
ラ
ス
分
／
Ａ
級
Ｂ
級
Ｃ
級
の

　

点
数
制
に
よ
る
３
ク
ラ
ス

■
問
い
合
わ
せ
／

☎
７
４
‐
２
０
３
４
（
砂
岡
さ
ん
）

第
５
回
音
楽
が
や
っ
て
く
る

　

周
防
大
島
町
の
皆
様
に
、
生
の
演

奏
を
通
じ
て
音
楽
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
奈
良

県
か
ら
「
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
」
の
人

た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。
地
元
か

ら
は
今
回
も
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
、

様
々
な
世
代
の
音
楽
が
登
場
！
ゲ

ス
ト
は
下
松
市
出
身
、
現
ハ
ワ
イ

在
住
で
米
国
・
日
本
で
広
く
音
楽

活
動
中
の
「
森
繁　

昇
」
さ
ん
を

予
定
し
て
い
ま
す
。入
場
は
無
料
。

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
５
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／

　

沖
浦
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
後
援
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

※
地
元
か
ら
は「
け
さ
び
太
鼓（
和

太
鼓
）」「
沖
浦
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ（
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）」「
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
学
生
バ
ン
ド
）」
他
が
出
演
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

㈲
Ｇ
ｅ
ｔ
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ

☎
０
７
４
３
（
７
３
）
４
５
１
７

　薫風の中、一日たっぷり
和太鼓三昧！

◆日時／５月 18日㈰
　午前 10時～　けさび祭り
　午後  １ 時～　第１回定期演奏会
◆場所／
　沖浦農村環境改善センター
◆主催／沖浦けさび太鼓保存会
　（通称けさび太鼓）
◆共催／ココロとカラダ健究会他
◆問い合わせ／
☎７６‐０４３６（小川さん）

けさび祭り・演奏会
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３歳児健康診査のお知らせ
◆日時／５月 16日㈮　
　13：00～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 17年３月 15日～平成 17
年５月 16日生まれの者
・平成 20年５月 16日現在、３歳～４歳未満で未
受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

５月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 14 日㈬ 10：00～ 11：00
骨髄バンク登録検査 14 日㈬   9：00 ～ 10：00
乳幼児発達クリニック 8日㈭ 13：00～ 14：00
エイズ抗体検査 14 日㈬ 13：00～ 15：00

思春期・ストレス相談 ９日㈮ 10：00～ 15：00
心の健康相談 20日㈫ 13：00～ 14：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

４月 ５日㈪ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

21日㈪ リトミック
〈10:00 ～ 11:00 片添ケ浜温泉遊湯館隣ふれあい館〉 ６日㈫ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

22日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

７日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

８日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

23日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 ９日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
ポリオ〈受付 13:00 ～ 14:00 東和総合センター〉

24日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 10日㈯

25 日㈮ 1歳 6か月児健康診査
〈受付 13:00 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉 11日㈰ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

26日㈯ 12 日㈪

27 日㈰ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

13日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉  
育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉28日㈪

29 日㈫ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉 14日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

30日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 15日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

５月

16日㈮
3歳児健康診査〈受付 13：00 ～ 14：00 たちばなケアプラザ〉 
お話し会（絵本読み聞かせ）
〈10：00 ～ 11：30 たちばなケアプラザ〉１日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

２日㈮ 心の相談会〈10:00 ～ 12:00 久賀福祉センター・要予約〉
【申込先】健康増進課☎７７‐５５０４ 17日㈯

３日㈯ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉 18日㈰ 休日当番医〈久賀病院☎７２－００７４〉

４日㈰ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉 19日㈪
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 20 年３月 15 日現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１１ ０ １３

前年比

ー１０ －１ ー１０

物損事故件数

４９ 前年比 ー１６

夜歩きは　万歩計より　反射材

人の動き（４月１日現在）
人　口 ２０，７２０人（120 人減）

男 ９，３３０人

女 １１，３９０人

世帯数 １０，６２６戸 （41戸減）

このコーナーはＰＤＦ版では掲載していませんのでご了承ください。
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　～皮膚～

　生まれてから３か月ごろまでに赤
ちゃんの皮膚感覚は急速に発達します。
その時期にマッサージで皮膚にたっぷ
り刺激を与えることは赤ちゃんの血行
を良くし新陳代謝を促すだけでなく、
脳や筋肉の発達に効果があるといわれ
ています。また、マッサージによって
自分が受け入れられている安心感を持
つことが情緒の安定にとても良い影響
があるといわれています。
　赤ちゃんを裸にして、マッサージオ
イル等を準備して、全身もれなく･･･と
本格的なマッサージに取り組まなくて
も、着替えやおむつ替えのときに足や
腕を動かしたりさすったり、服を着て
いる上からもしっかり体に触ってあげ
ましょう。

は

第１回　あそびの広場　開催
みんな　あつまれ　
いっしょに　あそぼ

◆と　き／５月 22日㈭午前 10時～午後３時
　　　　　５月 23日㈮午前 10時～午後３時
◆ところ／久賀総合センター　老人憩いの間
　自由に出入りしながらおもちゃや絵本で遊ぶ場
所です。赤ちゃんもチビッ子も　ママもパパも　
おじいちゃんもおばあちゃんも　地域の方も　み
んなでいっしょに遊びましょう。
◆問い合わせ／子育て支援センター
☎７７－５５０５

（子育て支援センター）

このコーナーはＰＤＦ版では掲載していませんのでご了承ください。


